
〔
第
88
回
〕　

龍
仙
寺
の
勧か

ん

孝こ
う

悌て
い

碑ひ

⑨

　

幕
府
や
諸
藩
が
積
極
的
に
孝
子

表
彰
を
行
い
、
幕
末
に
は
儒
教
道

徳
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
が
民
衆
の

間
に
浸
透
し
た
。
庶
民
の
教
育
機

関
に
寺
子
屋
と
呼
ば
れ
る
施
設
が

あ
っ
た
。
寺
子
屋
は
農
民
や
町
民

の
子
弟
に
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば

ん
（
算
術
）
な
ど
の
基
本
的
知
識

と
能
力
を
教
え
た
。
よ
り
高
い
教

育
や
専
門
的
な
知
識
の
習
得
に

は
、
私
塾
・
家
塾
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
幕
府
や
藩
に
仕
え
た
学
者

（
儒
学
者
が
多
い
）
が
開
設
し
た
。

広
島
藩
で
は
師
匠
（
先
生
）
は
医

者
・
僧
侶
・
神
官
・
下
級
武
士
・

牢ろ
う

人に
ん

の
外
、
農
村
部
で
は
農
民
身

分
の
師
匠
も
多
く
い
た
。『
広
島

県
史　

近
世
２
』
に
よ
れ
ば
、
読

書
の
教
材
に
四し

書し
ょ

五ご

経き
ょ
う

、
唐と

う

詩し

選せ
ん

、十
八
史し

略り
ゃ
く

、日
本
外
史
、漢
学
、

国
学
、
漢
詩
が
挙
げ
ら
れ
、
芸
備

地
方
の
寺
子
屋
で
は
漢
籍
の
教
材

が
多
く
、
教
育
内
容
も
私
塾
に
近

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
四
書

五
経
は
、
儒
教
の
最
も
重
要
な
経

典
で
、『
大だ

い

学が
く

』、『
中ち

ゅ
う

庸よ
う

』、『
論ろ

ん

語ご

』、『
孟も

う

子し

』
の
四
書
と
、『
易え

き

経き
ょ
う

』、『
書し

ょ

経き
ょ
う

』、『
詩し

経き
ょ
う

』、『
礼ら

い

記き

』、

じ
た
風
俗
教
化
と
国
家
有
用
の
人

材
輩
出
を
目
的
と
し
て
い
る
。
五

弓
の
教
育
観
は
「
忠
孝
之
筋す

じ

合あ
い

篤と
く

ト
小
児
へ
訓く

ん

導ど
う

之
義
専も

っ
ぱ
ら

一い
ち
な
り

」
と

あ
っ
て
、
や
は
り
儒
教
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
「
忠
孝
」
を
重
要
視
し
て
い

た
。
ま
た
、
寺
子
屋
で
は
親
孝
行

の
話
を
集
め
た
孝
子
伝
や
孝
行
録

が
教
材
に
使
わ
れ
た
。
そ
の
中
心

的
な
書
物
が
『
二に

十じ
ゅ
う

四し

孝こ
う

』
で
あ

る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
寺
子
屋
だ

け
で
な
く
、家
庭
で
も
親
が
子
に
、

祖
父
が
孫
に
語
り
伝
え
た
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

 

横
田　

禎
昭

『
春し

ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

』
の
五
経
を
い
う
。

　

備
後
出
身
で
幕
末
の
学
者
、
福

山
藩
校
誠せ

い

之し

館か
ん

教
授
の
五ご

弓き
ゅ
う

雪せ
つ

窓そ
う

（
１
８
２
３
〜
８
６
）
は
晩
年

に
家
塾
「
晩ば

ん

香こ
う

館か
ん

」
を
開
き
子
弟

を
教
育
し
た
が
、
手て

ぜ
ま狭
に
な
っ
た

の
で
稽け

い

古こ

所し
ょ

建
設
を
藩
に
願
い
出

た
。
明
治
維
新
前
年
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
設
立
口こ

う

上じ
ょ
う

書し
ょ

に
、「
小

学
校
」
の
名
称
を
用
い
、
八
、九

歳
か
ら
教
育
し
、
社
会
情
勢
に
応

寺子屋の授業風景　渡辺華山筆『一掃百態』より
（小学館『図説日本文化の歴史』10巻より）

訂正： ２月号の歴史散歩の記事中、「碑」の正しい
読み方は、「いしぶみ」です。

◆次のごみは有価物の衣類ではありません
・下着類、靴下、毛糸玉、軍手、ふきん、は、「普通ごみ」です。
・ 布団、座布団、シーツ、マットレス、毛布、まくら・クッション・ぬ
いぐるみ（30cm以下は、普通ごみ）、カーテンは、「大型ごみ」です。

※再生利用ができる有価物の「衣類」の分別を間違えないように出し
ていただき、再商品化・再資源化にご協力をお願いします。

※詳しくは、「ごみの出し方辞典（50音順）」をご確認ください。

◆平成23年度家庭ごみの正しい出し方の配布
～平成23年度から「冊子」になります！～ 　　　　

　３月中に各家庭に配布します。平成23年４月からの「地区別収集日」
「祝日の収集日」「ごみの出し方」などを掲載しています。
　また、この冊子の表紙にご自分で『私のごみだし日』をご記入いた
だけるようになりました。ごみ出し日をよく確認のうえ、決められた
日にごみステーションに出してください。

◆ごみは、ルールを守って出してください！
・ダンボールには、発泡スチロールを混ぜないで出
してください。
・電気毛布、電気カーペットは、他の大型ごみの中
に混ぜないでください。

府中町環境センター（府中町八幡４丁目1-1）　☎286-3266

午前８時30分までに
 ごみステーションに出してください。

３/21
（月/祝）

北部 普通ごみ【月・木曜日地区】

南部 有価物【月曜日地区】
大型ごみ【桃山２丁目・青崎中】

※環境センターへのごみの持ち込みは受け付けていません。

正しいごみ出しにご協力を

ごみの 特 別 収 集

2623.  3.  1


